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1. はじめに 
 Web を用いたインターネット上のシステムは,
利用者の計算機端末に Web ブラウザ以外の特
定の環境やアプリケーションを必要とせず,シ
ステムの更新もシステムを保持しているサーバ
側の更新だけでよいことから,多くのシステム
が Web を用いて制作,稼働しており，本学でも
多数の Web を用いたシステムが稼働している． 
本研修では,Web を用いたシステムの開発技
術を修得し，実際に計算機利用者の計算機利用
時間や,実行プロセス数等の計算機利用状況を
データベース化して,利用者がシステム上で
各々の計算機利用状況を閲覧できるような計算
機利用状況閲覧システムを開発することを目的
とした． 
研修内容は，文献を用いて Web を用いたシス
テム開発で利用する Web 関連に特化したプロ
グラミング言語である PHP と，データベースと
して MYSQL，Web サーバソフトウェアの
Apache について学習をし，学習用に構築した
Webサーバ上にてWebを用いた計算機利用状況
閲覧システムの開発をしながら Web を用いた
システムの開発技術を修得した．また，Web サ
ーバの構築技術等も修得した．    
開発したシステムは,学生等の教育用計算機
利用者がシステムを利用して教育用計算機利用
状況を閲覧できるように教育用計算機ホームペ
ージ上にて公開した. 
 
2. 研修における開発環境について 
 本研修では Web サーバの構築や Web を用い
たシステム開発の学習のため，テスト用の Web
サーバを構築した． 
テスト用 Web サーバはデスクトップ PC（Intel 
Core i7 3.4GHz，メモリ 8GB，HDD 1TB）に教
育用計算機のOSであるRedHatと同系統である
Linux の CentOS 6.4 を DeskTop 環境でインスト
ールし，PHP，MYSQL，Apache をそれぞれパ
ッケージでインストールした．その他テスト用
Web サーバには MYSQL によるデータベースを 
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Web上で利用するための phpMyAdminやエディ
タ等のシステム開発に必要なパッケージをイン
ストールした．各種パッケージのインストール
の後，Apache，MYSQL 等の稼働が必要なもの
を稼働させた． 
 
3. 教育用計算機の利用状況の取得 
 教育用計算機の利用状況の取得のためには
psacctという linuxのプロセスアカウンティング
用のパッケージを用いておこなっている．psacct
はユーザーがシステムを利用したプロセス情報
が 1 プロセス毎に記録した 1 日分の利用情報を
1つのpacctファイルとして作成するものである．
pacct ファイルは 1 日前のものから順に pacct.1，
pacct.2，…と自動で過去のデータがローテーシ
ョンで保存され，現在教育用計算機では過去 31
日分を残すように設定してある． 
psacct が保存するプロセス情報にはフラグ，
ユーザーID，グループ ID，tty，プロセス開始時
間，CPU 処理時間，経過時間，コマンド名等多
くのデータがあり，root ユーザーやバックグラ
ウンドで起動しているプロセスのデータも保存
する．これらが 1 プロセス毎に保存されるため，
pacct ファイルのデータサイズは非常に大きい
ものとなっている．これに対して教育用計算機
では pacct ファイルより root ユーザー等を除い
た学生等の教育用計算機利用ユーザーのユーザ
ーID，システムとユーザーの CPU 処理時間，プ
ロセス数，所要時間のみを取り出して，プロセ
ス毎のデータではなくユーザー毎に集計し直す
ことでデータ容量を軽くしたファイルを作成し
pacct ファイルとは別の場所に保存するような
プログラムを作成して毎日自動で実行するよう
に設定している．保存したファイルは pacct フ
ァイルと同様で 1 日毎のデータとなっており，
ここから 1 カ月毎に集計するプログラムによっ
て 1 カ月毎の利用状況を取得している． 
 
4. データベースの作成 
 本研修では教育用計算機で取得した 1 カ月ご
との利用状況を MYSQL を用いてデータベース
化した．データベースは phpMyAdmin を利用し
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てデータベース logact を作成し，専用の管理ユ
ーザーとして kanri というユーザーを作成した． 
データベース内には複数のテーブルが存在し，
データはテーブル内に保存される．管理ユーザ
ーはデータベース内のテーブルにアクセスし，
テーブル内のデータを呼び出したり，訂正，削
除，追加等ができる．研修では，学習した PHP
を用いてデータベースへのアクセスをおこなう
ため，PHP で 1 カ月分の計算機利用状況のデー
タを 1 つのテーブルとしてデータベースに登録
するプログラムを作成した．作成したプログラ
ムは，引数として与えられたある 1 カ月の計算
機利用状況のデータを参照し，データベース内
に該当月のテーブルを作成し，テーブル内にデ
ータを登録していく．登録するデータは教育用
計算機利用ユーザー毎のユーザーID，経過時間，
総プロセス数，ユーザーの CPU 処理時間，シス
テムの CPU 処理時間であり，これは教育用計算
機で psacct を用いて収集した acct ファイルをプ
ログラムにて軽量化したファイル内にあるデー
タと同じものとなっている． 
 
5. 利用状況閲覧システムの開発 
 本研修では学習した PHP，Apache，MYSQL
を用いて Web を用いた計算機利用状況閲覧シ
ステムの開発をおこなった．閲覧システムは図
1 のように Web ページより計算機利用状況のデ
ータベースにアクセスし，選択された年月のテ
ーブルにあるデータを呼び出し Web ページ上
に表示するという方法で開発した．Web ページ
を表示するための Apache によるテスト用 Web
サーバはすでに構築済みであり，同様にデータ
ベースも 4.で示した通り MYSQL を用いて制作
済みであるので，残る Web ページをテスト用
Web サーバにて PHP を用いて制作した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 実際にテスト用 Web サーバにて開発した計
算機利用状況閲覧システムを説明する．図 2 は
開発した計算機利用状況閲覧システムの Web
ページである．  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研修では，開発はテスト用 Web サーバでおこ
なったが，閲覧システムで利用する計算機利用
状況のデータは教育用計算機のものを使用した． 
図 2の Webページはタイトルを月別計算機利
用状況とし，対象ユーザーを入力する項目と閲
覧する年月を選択する項目がある．Web ページ
は選択された年月を元にデータベースへアクセ
スし，対象となるテーブル内の全てのデータを
一覧表示する．また，対象ユーザーの項目にユ
ーザーID の入力があった場合，テーブル内にあ
る全てのデータを表示するのではなく，対象と
なるユーザーID のデータのみを表示するよう
になっている．開発したシステムは年月の選択
は必須となっており，対象ユーザーの入力は任
意となっている．図 3 は選択例となっており，
図 2の Webページに年月の選択と対象ユーザー
の入力がなされている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 3 のように選択，入力後，下部にある結果
表示をクリックすることで図 1のように Webペ
ージは選択，入力されたデータを元にデータベ
図 3 開発したシステム-選択例 
図 1 開発するシステムのイメージ 
図 2 開発したシステム 
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ースにアクセスしテーブル内のデータを呼び出
し Web ページで選択年月の計算機利用状況を
一覧表示する．図 4 は対象ユーザーの項目が未
入力だった場合の結果表示の例である．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結果表示はテーブル内にあるユーザーID 毎
の name (ユーザーID)，s_time（システムの CPU
処理時間），u_time（ユーザーのCPU処理時間），
プロセス（総プロセス数），時間（経過時間）の
情報を表示する．図 4 は対象ユーザー項目に入
力が無い場合の結果表示例なので，テーブル内
にある全てのユーザーID のデータを一覧表示
している．なお，図 4 は結果表示の上から一部
を切り抜いたもので，実際には全ユーザーのデ
ータが下に続いており，画面をスクロールさせ
る事で閲覧が可能となっている． 
 また，図 5 は対象ユーザー項目に図 3 のよう
に入力があった場合の結果表示の例である．ユ
ーザーID やシステムの CPU 処理時間等の表示
項目は図 4 と同様であるが，対象ユーザーとし
て入力されたユーザーID の利用状況のみが表
示されている． 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2 から図 5 が示す通り，研修で開発した計
算機利用状況閲覧システムは図 1 で示したよう
な Web を用いて特定の年月の計算機利用状況
を閲覧することができるシステムとなったと考
えられる． 
  
6. 教育用計算機ホームページへの移行 
 本研修では，最終目的として研修で開発した
計算機利用状況閲覧システムを学生等の教育用
計算機を利用しているユーザーが実際に利用，
閲覧できるように，教育用計算機ホームページ
にて公開した．図 6 は教育用計算機ホームペー
ジである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教育用計算機での公開は，まずテスト用 Web
サーバで作成した Web ページやデータベース
作成プログラム等を教育用計算機に移行した．
移行先となる教育用計算機にはもともとからシ
ステムの稼働に必要な PHP，Apache，MYSQL
はインストールされ稼働済みであったので，プ
ログラム等の移行後，MYSQL において管理用
ユーザーとデータベースをテスト用 Web サー
バの時と同様に作成した．作成したデータベー
スへのデータの登録はテスト用 Web サーバで
教育用計算機で収集したデータを用いていたの
で移行したプログラムをそのまま実行すること
ができた．最後に Web ページのデータの場所や
参照するデータベースのユーザー名等を調整し
た後，図 6 の教育用計算機ホームページ上に移
行した Web ページへのリンクを作成し，ホーム
ページに教育用計算機利用状況閲覧システムを
公開した． 
図 7 および図 8 は教育用計算機ホームページ
での計算機利用状況閲覧システムの動作を示し
ている．図 7 の Web ページは教育用計算機ホー
ムページに作成したリンクより表示させており，
内容は教育用ホームページのサイドバー（図 7
の左側部分）以外は図 2 の Web ページと同じで
ある．図 8 は図 7 にて図 4 と同じ条件で結果を
一覧表示をさせたものである．結果としては，
図 8 は図 7 と同じくサイドバーを以外は図 4 と
同じものが表示されており，開発したシステム
は教育用計算機ホームページ上にて問題なく動
作していることがわかった． 
図 4 開発したシステム-結果表示 
図 5 開発したシステム-結果表示-指定あり
図 6 教育用計算機ホームページ 
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7. まとめ 
 本研修では Web を用いた教育用計算機利用
状況閲覧システムの開発技術として，Apache，
PHP，MYSQL の知識や使用方法について修得
した．システムの開発のためテスト用 PC を用
いて Linux の CentOS にて Apache を用いた Web
サーバの構築技術を修得し Web サーバを構築
した．また，MYSQL を用いたデータベースの
作成と管理方法や PHP を用いたデータベース
へのアクセス，html と PHP を用いた Web ペー
ジの作成方法等についても修得した． 
本研修は 6 月～10 月は購入図書による PHP，
MYSQL の学習をし，11 月からはテスト用 Web
サーバの構築と本稿で解説した教育用計算機利
用状況閲覧システムの開発をおこなった． 
研修の成果としては，学習した PHP，MYSQL
を利用して計算機利用状況閲覧システムを開発
し，教育用計算機ホームページ上に公開した．
これまで教育用計算機利用状況は図 9 のように
掲示板に前月の利用状況を紙媒体で掲示してい
たが，計算機利用状況閲覧システムを利用して
もらう事で前月以外の計算機利用状況の閲覧お
よびペーパーレス化ができると考えられる．ま
た，Web を用いたシステムは学内にも多数存在
し，今後それらの管理，制作といった業務の際
には本研修で学習した事を活かせるのではない
かと考えている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今後は研修で開発した計算機利用状況閲覧シ
ステムを実際に学生等の教育用計算機利用者に
利用してもらう予定であり，利用者へシステム
の紹介をしていきたいと考えている．同時に開
発したシステムは計算機利用状況の収集までは
自動であるが利用状況のデータベースへの登録
のプログラムは現在手動で実行しないといけな
い仕様となっており，データベースも 1 カ月に
つき 1 テーブルの現在の仕様では 1 カ月毎にテ
ーブルが増えていってしまう．開発した閲覧シ
ステムの長期運用を考えると更新が手動である
ことと，テーブルが増えすぎてしまうというこ
とは問題であるので，データベース内に登録す
る情報に日付を付加することでテーブルを 1 つ
にまとめ，Web ページから呼び出す際に選択さ
れた年月のデータをテーブルから呼び出すとい
う方法に変更し，データベースへのデータの追
加登録も計算機利用状況を収集した時に自動で
実行するように等の改善をしていき，より使い
やすいシステムへとしていきたいと考えている． 
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図 7 教育用計算機での動作-Web ページ 
図 8 教育用計算機での動作-結果表示 
図 9 教育用計算機利用状況の掲示 
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